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日本の感染は2年半を越えて七つの波がある



世界と日本の感染者数、死亡数

世界 日本



日本の超過死亡は少ないとは言えない



公益社団法人京都保健会の事業所、職員

職員数（常勤換
算）2022年3月
現在

医師155名
看護師637名
他736名
計1,528名



新型コロナ感染症への対応



京都民医連中央病院のコロナ対応
（KMCH)

2019年11月に新築移転



病院のコロナ
対応は多彩で
す。

・面会の工夫 緩和
ケア病棟など
・外国人への支援



医師、歯科医師の時間外労働（法人）は
減少傾向



KMCHの若手医師は女性医師が多い



医師の時間外労働（KMCH ）は
増加しなかった

2019
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全職員の時間外労働（KMCH ）は
増加しなかった

2019 2020



2022年にかけても全職員の時間外
労働（KMCH ）は増加しなかった

2020/8-2021/7

2021/8-2022/7



医師の働き方改革の目的は医療の質の向
上であるとして取り組んできた



医師 2022/2/3 同日夜から、咽頭痛•頭痛•倦怠
感あり、2/4昼頃症状が増悪したためPCR検査を実施
し陽性と判明した。毎日救急外来でコロナ疑い及び陽性
患者の診療にあたっていた。感染対策はしていたが、
日々陽性患者と長時間接していたため感染したと考えら
れる。 10日間

看護師 2021/8/12
勤務している病棟で7/20に入院中の患者1名の感染
が判明。7/26に当院から転院された患者の感染が判
明し、8/1にスタッフ1名の感染が判明、8/2患者5名の
陽性が判明した。8/2に受け持った患者の感染がその後
判明し、8/12発熱•咽頭痛等の症状が現れ、8/14に
受診陽性となり入院することとなった。 11日間

感染事故の発生は血液等暴露事故と
同等の発生率であった

労災の状況 2019年度-2022年7月まで
血液等曝露 腰痛 新型コロ

ナウイル
ス感染症

打撲等 中毒 虫刺症 総計

医師 3 3 6

看護師 8 8 3 19



病院では労働安全衛生委員会と
医療安全委員会が活動しています



KMCHでは、2019ー2020年度では
ストレス指標の増加は認めなかった
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川上憲人氏（東大医精神保健学）らの報
告でも同様の傾向が認められた



KMCHでは、2020ー2021年度では
ストレス指標は増加傾向であった

0

5

10

15

20

25

2018 2019 2020 2021
ストレスチェック 高ストレス者 ストレスチェック フォロー対象者



0

5

10

15

20

25

2018 2019 2020 2021
高ストレスKMCH 高ストレス全体 フォロー対象者KMCH

京都民医連中央病院データはアドバンテッジ タフネス社報告 高ストレス全体は株式会社ドクタートラスト社2022年7月7日報告
（対象は32万人 940社）より

2021年度の高ストレスの伸びは
全業種平均よりも目立っていた



背景には医療機関に対する世論の変化

激励
↓

パッシング



KMCHの2021年度ストレスチェックでは
疲労感 身体的負担が目立った



ドクタートラスト社の2021年度データ（全
業種）の傾向と同様であった



KMCH2021年度ハラスメント関連データでは職
場や患者などからのハラスメント経験は高い



医療福祉：健康リスク高 ドクタートラスト社の2021年度データ



仕事の負担 ドクタートラスト社の2021年度データ



仕事のコントロールが ドクタートラスト社の2021年度データ







コロナ禍における医師の労働時間

①医師の労働時間の延長は顕著ではなかった

病院、診療所、保健所など現場に即して把握する

必要がある

②感染労災事例は血液暴露事故程度発生していた

③2021年度に高ストレス者が増加傾向を示した

医療のひっ迫が背景にあるかもしれない



救急救命センター医の短歌

• いくらでも下げる頭はあるけれど人手とベットの両方がない

•責任と自覚は持つが使命まで負えぬ燃え尽きやすくなるから

• 「どうしても無理なら他をあたります」受け入れ要請二件を拒む

犬養楓 前線 書肆侃侃房

・年齢を唯一の尺度とするならば一線を引くことはたやすし

・耐えがたきを耐えた偉大な人生の先輩方をトリアージする

・医師として超えてはならぬ一線が足の先まで近づいている

犬養楓 救命 書肆侃侃房













医療法第２５条に基づく立入検査 医療監視






